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花粉症とは？

症状 対策

流行

花粉が鼻や口に入らないように、外出時はマスク
の着用。
目の症状対策に重症時は花粉症用メガネの着用。
帰宅時はうがいでせきなどの症状対策。
主にヒスタミンという物質が症状の原因なので、抗
ヒスタミン薬が有効といわれています。
飲み薬、点鼻薬、点眼薬があります。

主に
くしゃみ、鼻水、鼻づまり。
目の痒み、充血、涙目などです。
咳、喉の痒みや痛み、肌荒れ、
頭痛などが症状として現れる

こともあります。

一般的に春が花粉症の時期と
思われがちですが一年を通して
沢山の種類の花粉が飛んでいます。
また、地域によって花粉の種類や
飛散時期が異なるので確認が必要です。

身体が花粉を異物だと間違って判断してしまった時にアレルギー反応が起こります。
花粉が鼻や目から体に侵入すると、その刺激によって花粉を異物だと判断して体に記憶されます。
そして花粉がまたやってくるとアレルギー反応が起こります。
そのアレルギー反応が鼻の粘膜や目の粘膜で起こることによって、
アレルギー性鼻炎ではくしゃみや鼻水、鼻づまりの症状が現れ、
アレルギー性結膜炎では目のかゆみ、涙目の症状が現れます。
抗体ができるかどうかは、体質によって決まります。

季節性アレルギー性鼻炎(花粉症）を
知ろう！！

休診日のお知らせ

免疫療法といった薬を飲み続ける方
法もあります。
アレルギーの診断には
採血をして行う検査、鼻汁で行う検査
があります。

お気軽にご相談してください。

M.O

引用：大正製薬
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